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代表質問

問①ⅰ▶ コロナ感染症の影響に
より臨時休業や分散登校を余
儀なくされた子ども達への心の
ケアをどのように考えているの
か。また、本市独自の大会等の
開催について検討しているのか。

答 ▶ 各学校においては、心
に戸惑いや不安を抱える子ど
もたちの早期発見、早期対応
に努めるとともに学校での学
習や生活が過度の負担になら
ないよう指導の工夫に努めて
いる。また、本市独自の大会等
の開催については、市内中学
校の交流を中心とした代替え
大会や文化部の発表会等を７
月下旬から８月上旬の実施に
向け検討している。スポーツ
少年団についても、それぞれ
の競技団体の意向を踏まえ、
協力していく。

問①ⅱ▶ 高齢者世帯の心のケア
や今後の対応について伺う。

答 ▶ 高齢者の不安解消や状
況確認のため、地域包括支援
センターの電話及び訪問によ
る相談支援を実施し、心のケ
アに努めた。また、自粛期間中
の困りごとや心身及び生活状
況などを把握するため実施し
ているアンケート結果や地域
包括支援センター及び民生委
員・児童委員や高齢福祉推進
員からの地域の声を集約し、課

題を整理し、第２波、第３波に
向けて更なる対策を検討する。

問②▶ ネット・ゲーム依存症
やSNS等ネット上でのいじめが
発生する中、本市のネット教
育の現状について伺う。

答 ▶ インターネットの利用
と教育は喫緊の課題と受け止め
ている。道徳の時間で、自分が
言われて嫌なことは友達に言わ
ない、仲間はずれをつくらない
などのネットいじめを防ぐ指導
を行っている。また、特別活動
の時間に、ネットやゲーム利用
と心身の健康との関係を学んで
いる。

問③▶ 準防火地域の見直しに
ついて見解を伺う。

答 ▶ 準防火地域は、過去に
発生した大火の状況や既に住
宅で過密となっている地域、
将来市街地として発展し、過
密になると予想された地域を
対象に新湊地区の海岸部等に
おいて指定を行った。

　市民アンケートの結果から
も災害面での安全性のさらな
る充実が求められており、準
防火地域の見直しにあたって
は、安全性が確保されなけれ
ば見直すことは極めて困難で
あると考える。
　今後、地域の現状把握に努
めるなど慎重に調査研究を行
いたい。

問④▶ 名誉市民故田中利之氏
の功績を後世にどのように伝
えていくのか伺う。

答 ▶ 故田中利之氏は、ふる
さと射水市に並々ならぬ郷土
愛を注がれ、多大なる寄附を
もって、住民福祉の向上や、本
市のまちづくりにお力添えを頂
戴した。功績を末永く顕彰す
るため、基金に積み立ててい
る寄附金の使途を検討すると
ともに、市民の皆様とともに在
りし日の田中様を偲ぶ会の開
催についても検討している。

6 月 定 例 会 皆さんの生活にかかわる大切な事柄について、市長その他の執行機関から報告や
説明を求めました。内容をダイジェストで紹介します。

【自民議員会】

  加治 宏規 議員

その他の質問
●クロスベイ新湊について
●洪水ハザードマップについて
●要望の取り扱いについて
●反社会勢力への考え方及び旧事務所について

新型コロナウイルス感染症による
影響と今後について1

準防火地域について3

ネット、ゲーム依存について2

田中名誉市民の功績について4
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代表質問

問①▶ 市職員へのテレワーク
導入についての見解を伺う。

答 ▶ 新型コロナウイルス感
染症対策の一環として、テレ
ワークの試行を実施すること
とし、情報システム環境の整
備を行った。
　今後、一年間の試行期間中
に、テレワーク可能業務の洗い
出しや課題の整理を行い、本格
導入を視野に検証していく。

問②▶ 新型コロナウイルスが
クロスベイ新湊を拠点とした地
方創生関連事業や地域の活性
化に及ぼす影響について伺う。
答 ▶ クロスベイ新湊等の整
備については、「交流人口の拡
大により地域の活性化を図ろ
うとするもの」であるが、外
出自粛や移動制限等により、
影響を受けるものと考えてい
る。
　ウィズコロナの時間は新た
なアイデアに取り組みつつ、
アフターコロナに効果的な事
業を実施するための大切な準
備期間と位置づけ、各事業へ
の影響を見極めながら、効果
検証や事業改善を行うなどし
て「地方創生」の実現を目指
していく。

問③ ▶ 長期間の臨時休業によ
る児童生徒の学力差および生
活習慣や学習意欲の変化への
対応策について伺う。

答 ▶ 臨時休業期間中の学力
の定着状況については、個人
間でひらきが生じないか懸念
された。そのため、適宜登校
日を設け学習や生活の状況を
把握すると共に、児童生徒の
学びの支援に努めた。
　学校再開後は、タブレット
やデジタル教科書を多く活用
することで、子どもの学習意
欲を高め、また、一人ひとり
への言葉かけなど継続的な支
援にも努める。

問④▶ 高岡医療圏内の公立病
院として、新型コロナに関連
した今後の対応について伺う。
また、団塊の世代の医療需要
増加や人口減少などの中長期
的視点に立ち、高岡医療圏内
における市民病院の形態を検
討すべき時期ではないか。

答 ▶ 市民病院は結核病床を
有する「第2種感染症医療機
関」であり、公立病院の務め
として、高岡医療圏で感染症
病床が逼迫した場合、感染患
者を受け入れることになると
考えている。また、安定的に
医療を提供していくためには、
経営の健全化が重要課題であ
り、高岡医療圏での役割を考
慮しながら、地域の医療需要
を調査し、診療科や病棟構成
などを検討していく。

【自民党新政会】

  高橋 久和 議員

その他の質問
●新型コロナ対策で求められる基礎的自治体として
の対応策と財源について

●新型コロナと自然災害対策について

●新型コロナ対策における情報の共有について

●（仮称）射水フットボールセンター事業について

庁舎における新型コロナ対策について1

小中学校における新型コロナ対策
について3

新型コロナが及ぼす市民病院及び
医療改革への影響について4

クロスベイ新湊を核とした港町の
活性化と新型コロナ対策について2
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強化に努める。

問①ii▶ LINE等のプッシュ型の情
報発信の採用について見解を伺う。

答 ▶ これまでも各種SNS等を
活用した情報発信を行っているが、
新たなSNSアプリ等の活用も検討
していく。引き続き、各媒体を連
動させながら発信強化に努める。

問②i▶ 屋外のプール授業は消毒
されているが、なぜ中止としたのか。

答 ▶ 健康診断を終えておらず
児童の健康状態の把握が困難であ
ることと国の通知を踏まえ、教員
が感染リスクに十分対応すること
が難しいと考え中止を判断した。

問②ii▶ 徹底換気・マスク着用で
の授業を行っており、熱中症が心
配される。エアコン使用時におけ
る対応について伺う。

答 ▶ エアコンの設定温度を通
常より低くするなどの対応をして
いる。児童生徒等の健康と安全を
最優先に対応する。

問③ⅰ▶ 海老江海浜公園にて、
ビーチバレーコートの常設や飲食
販売等、地元が潤う営利活動は行
えないのか。

答 ▶ 砂浜が狭いことや、波風
の影響を大きく受けることから、
コートの常設は困難と考える。飲
食販売は県の許可があれば可能で
あるが、地元から具体的な要望が
あれば県に相談していく。

問③ⅱ▶ 海岸東部背後地の整備計
画について伺う。

答 ▶ 今後、拡張工事が本格的
に進む予定である。

問①i▶ 災害時等の情報発信力を
高めるため、防災無線・コミュニ
ティFM・幼保小中学校の保護者
メール等をフルに活用できないのか。

答 ▶ あらゆる情報伝達手段を
総合的に活用しながら情報発信の

問①ⅰ▶ 特別定額給付金10万円の
一律給付について、給付状況と周
知対策を伺う。

答 ▶ 申請、給付とも6月16日
までの振込予定を含めると90%を
超える見込みである。なお、未申
請世帯に対しては、勧奨通知の再
案内やホームページ・広報いみず

を通じてお知らせする。

問①ⅱ▶ 生活福祉資金貸付制度の
状況について伺う。

答 ▶ 5月末現在の申請件数は
緊急小口資金が130件、総合支援
資金が16件である。社会福祉協議
会と連携し、必要な方が適切に貸
付を受けられるよう制度の周知を
図る。

問①ⅲ▶ 県と市が連携して行う新
型コロナウイルス感染症拡大防止
協力金及び市独自の支援策につい
て伺う。

答 ▶ 6月5日時点で休業要請
施設に対しては129件で3,570万円、
食事提供施設に対しては196件で
2,605万円、合計325件で6,175万
円の支給手続きが進められている。
　また、市独自の支援策として、
国の持続化給付金の要件50%に達

しない30%以上50％未満の収入減
少の事業者に対して、法人20万円、
個人事業者10万円を定額で給付す
ることで事業継続の支援を行う。

問①ⅳ▶ コロナ禍に伴う学習保障
に必要な人的体制の強化について
伺う。

答 ▶ スクールサポートスタッ
フの追加配置等を図るとともに教
員の加配や学習指導員の追加配置
を県に対して働きかけ、しっかり
と児童生徒の学びの保障に努める。

一般質問

一般質問

高畑 吉成 議員

不後　昇 議員

その他の質問
●本市のＳＤＧｓの実現について

小中学校での夏季期間つ
いて2

新型コロナウイルス感染症
に伴う各種支援等について1

市からの情報発信について1

海老江海浜公園について3
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問①i▶ 市民病院で実施している
「帰国者・接触者外来」の継続を
望むが見解を伺う。

一般質問

一般質問 答 ▶ 第２波については、政府
の専門家会議の資料等でも提示さ
れており、首都圏などで新規感染
者が継続して発生していることな
どからも、警戒していく。
　新しい生活様式の周知に努める
とともにマスクや消毒液等の資機
材の確保に努めていく。また、災
害時の避難所における感染拡大防
止対策については、避難所開設・
運営マニュアルの見直し等に取り
組む。

問②▶ 第２種感染症指定医療機
関としての、市民病院の取り組み
状況について伺う。

答 ▶ 市民病院は、結核指定医
療機関であることから、結核患者
の医療を担当する病院であるが、
高岡医療圏での病床逼迫に備え、
公的病院の務めとして、新型コロ
ナウイルス感染症の入院患者の受
入体制を整えている。
　マスクやガウン等の物資につい
ては、感染拡大後、国から送付さ
れており、一定程度確保できてい
るが、今後も確保に努める。

根木 武良 議員

奈田 安弘 議員

市民病院における新型コ
ロナウイルス感染症対策
について

1

新型コロナウイルス感染症
対策について1

地域外来・検査センター
（ＰＣＲ検査センター）
の設置について

2

新型コロナウイルス感染
症に関する市民病院の取
組について

2

答 ▶ 市民病院においては、県
の委託を受け、新型コロナウイル
ス感染症疑いの発熱者を診察する
「帰国者・接触者外来」を設置し
ている。今後第２波、第３波が予
想されることから、このままの体
制を継続する。

問①ii▶ 市民病院に陰圧室の設置
が必要だと思うが見解を伺う。

答 ▶ 第２種感染症医療機関の
施設基準では陰圧室の規定はなく、
感染症への対応ガイドラインで
「患者は個室に収容するが、陰圧
室は必須ではない。」となってい
ることから、陰圧室の設置は考え
ていない。

問②▶ 新型コロナウイルス感染
症第２波に備えるため、全ての有
症者を速やかに検査できるＰＣＲ
検査センターの設置が必要である。

医師会等と協議し高岡医療圏で早
急に開設するよう望むが見解を伺
う。

答 ▶ ＰＣＲ検査センターを設
置する必要性は認識している。こ
のセンターは県・保健所設置市か
ら地域の医師会等に運営委託する
ことで設置できることとなってい
る。設置は高岡医療圏域等での対
応が望ましいと考えており、今後
も県、関係市、医師会と継続して
相談・要望していく。

その他の質問
●新型コロナウイルス感染症から
子どもと教職員の健康と命を守
ることについて

●上下水道基本料の減免について

●小・中・幼稚園沿いの道路で最
高速度標識のない道路について

●避難所における感染症防止対策
について

問① ▶ 新型コロナウイルス感染
症の第２波に対する市の備えにつ
いて伺う。

いみず市議会だより　2020.8.15



一般質問

一般質問 公設のシェアハウスを提案するが、
見解を伺う。

答 ▶ 提案の移住者向けシェア
ハウスとしての利活用は、先駆的
な取組み・興味深い利活用策であ
り、先駆的空き家活用モデル事業
での支援が可能である。今後は、
公設でのシェアハウス設置に限ら
ず、首都圏等への効果的・積極的
な魅力発信に努め、移住施策と空
き家対策を総合的に推進する。

問② ▶ 地域の実情に応じて運行
できる「地域バス」について、地
域の要望があれば積極的に導入す
べきと考えるが、見解を伺う。

答 ▶ 導入には、当地域の移動
ニーズの把握や既存の交通事業者
との協議・合意が必要である。今
後、導入に関心のある地域や既存
の交通事業者とも協議しながら、
課題の整理に取り組む。

問③ ▶ 児童虐待の受付件数、年
齢構成、内容及び対応について伺う。

答 ▶ 今年度は５月末で９件、
その年齢構成は０歳児１人、１歳
～６歳児４人、９歳～16歳４人で
ある。内容は身体的虐待２件、心
理的虐待５件、ネグレクト２件で
ある。通告から48時間以内に状況
を目視することを基本とし対応し
ており、早期発見に努め、関係機
関と連携し、問題解決に至るまで
責任をもって対応することが重要
と考える。

石黒 善隆 議員

山崎 晋次 議員

その他の質問
●地域ニーズ調査から見えてくる高
齢者課題について

その他の質問
●地域の団体等に未加入の高齢者へ
の情報の周知について

高齢者への新型コロナウイ
ルス感染症対策について1

移住・定住促進施策の空き
家の利活用について1

地域に根差した公共交通
について2

8050問題（改正社会福祉
法）について2

児童福祉について3

答 ▶ 地域包括支援センターが
訪問や電話などにより高齢者の心
身状況を把握し、食事・運動のア
ドバイスを行った。また、ケーブ
ルテレビでの「きららか射水100
歳体操」の放映や広報による筋力
強化運動の紹介、生活不活発病予
防チラシの配布などにより、フレ
イル予防の意識向上に努めた。

問①ii▶ 新型コロナウイルス感染
症に関する情報発信をケーブルテ
レビやホームページで行っている
が高齢者には情報が届きにくい面
もある。今後の高齢者への情報発
信についての見解を伺う。

答 ▶ これまでの広報媒体に加
え、広報誌の号外版の発行など、
迅速かつ、見やすく、分かりやす
い情報発信に努める。

問②▶ 先日、ひきこもり、介護
や生活困窮といった複合的な課題
を抱える家庭に対し、一括して相
談に乗れるよう市区町村を財政面
で支援する改正社会福祉法が成立
した。8050問題などにも対応する
ねらいがあると考えるが、本市の
対応について伺う。

答 ▶ 複合化した事例に対応す
るため社会福祉協
議会に総合的な
相談窓口を設
置する。

問①i▶ 新型コロナウイルス感染
症対策として外出を控えていた高
齢者の健康が危惧される。市のフ
レイル予防のための情報発信につ
いて伺う。

問① ▶ 今後の空き家の利活用は、
空き家に魅力を持たせることが必
要である。また、東京圏など対象
地域を絞って売り込むべきである。
そこで、年代別に変化を持たせた

と考える。
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常任委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審議内容や所管事務の報告事項に関する
概要を紹介します。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

議
案
６
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
15
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

射
水
市
市
税
条
例
の

　
　
　

一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
（
議
案
第
40
号
）

ふ
る
さ
と
射
水
学
生

　
　
　

支
援
事
業
の
実
施

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　

 

セ
ン
タ
ー
基
本
設
計
の

　
　
　
　
　

 

概
要
に
つ
い
て

ク
ロ
ス
ベ
イ
新
湊

（
旧
新
湊
庁
舎
跡
地
）の

　
　
　
　
　
　
　

  

現
地
視
察

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
の
公
布
に
伴
い
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
。

・
固
定
資
産
税
の
課
題
へ
の
対
応

・
市
民
税
に
お
け
る
未
婚
の
ひ
と
り

親
に
対
す
る
税
制
上
の
措
置
及

び
寡
婦（
寡
夫
）控
除
の
見
直
し

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

緊
急
経
済
対
策
に
お
け
る
税
制

上
の
措
置
等

　

令
和
３
年
度
に
（
仮
称
）
射
水

市
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
を
整

備
予
定
と
し
て
い
る
。

【
施
設
の
概
要
】

・
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
２
面

・
屋
根
付
き
フ
ッ
ト
サ
ル
場

・
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
１
棟

【
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

　

令
和
２
年
９
月　

実
施
設
計

　

令
和
３
年
度　
　

整
備
工
事

　

令
和
４
年
１２
月
ま
で
に
完
成

　

完
成
前
の
６
月
17
日
に
現
地
視

察
を
行
っ
た
。
ク
ロ
ス
ベ
イ
新
湊

は
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
や

シ
ェ
ア
キ
ッ
チ
ン
等
を
備
え
た
複

合
交
流
施
設
で
あ
り
、
公
共
交
通

タ
ー
ミ
ナ
ル
も
備
え
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
お
け

る
措
置
の
中
で
、
中
止
と
な
っ
た

イ
ベ
ン
ト
の
払
戻
請
求
権
を
放
棄

し
た
方
の
個
人
住
民
税
に
お
け
る

寄
附
金
控
除
適
用
に
つ
い
て
、
射

水
市
民
で
は
ど
れ
だ
け
の
方
が
該

当
す
る
の
か
。

　
　

全
国
的
に
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
た
め
、
射
水
市
民
の
方
が
、

ど
れ
だ
け
該
当
す
る
の
か
見
込
み

が
つ
か
な
い
た
め
、
試
算
す
る
の

は
困
難
で
あ
る
。

　
屋
根
付
き
フ
ッ
ト
サ
ル
場
に
つ

い
て
、
冬
期
間
も
含
め
年
間
を
通

じ
た
利
用
は
で
き
る
の
か
。

　
積
雪
時
に
お
い
て
も
利
用
で

き
る
。
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
、

フ
ッ
ト
サ
ル
以

外
の
活
用
も
考

え
て
い
る
。

問

問

答

答

　
学
生
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
れ
ぞ

れ
申
請
す
る
の
か
。

　
市
内
の
高
等
教
育
機
関
に
あ
っ

て
は
、
学
校
に
お
い
て
取
り
ま
と

め
を
お
願
い
し
て
い
る
。

　

経
済
的
に
困
窮
し
、
食
料
品
等

の
支
援
を
希
望
す
る
学
生
に
対
し

て
、
支
援
物
資
を
提
供
す
る
。

【
対
象
者
】

・
市
内
高
等
教
育
機
関
の
在
籍
学
生

・
本
市
出
身
で
、
保
護
者
が
市
内

に
在
住
す
る
学
生

【
支
援
物
資
】

「
越
中
い
み
ず
野
米
一
番
」
や

特
産
物
等

【
提
出
書
類
】

・
申
請
書
、
学
生
証
の
写
し
又
は

在
学
証
明
書
、
保
護
者
が
市
内

に
住
所
を
有
す
る
こ
と
を
証
す

る
書
類

問答

パントリー　

コンベンションホール

いみず市議会だより　2020.8.17



民
生
病
院
常
任
委
員
会

議
案
11
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
９
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

射
水
市
国
民
健
康
保
険
税

  

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

 

（
議
案
第
44
号
）

射
水
市
不
妊
治
療
費
助
成
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て　
　
　

 

（
議
案
第
48
号
）

公
共
交
通
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー  

  

（
地
域
お
こ
し
協
力
隊
）の

　
　
　
　
　

  

任
用
に
つ
い
て

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
及
び
地
方
税
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
に

伴
う
も
の
、
及
び
そ
の
他
規
定
の

整
備
の
た
め
、
本
市
条
例
に
つ
い

て
所
要
の
改
正
を
行
う
。

◆
改
正
の
主
な
内
容

・
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
限
度

額
の
見
直
し
（
合
計
で
３
万
円

の
引
き
上
げ
）

・
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
対
象

の
拡
充

・
国
民
健
康
保
険
税
の
減
免
に
つ

い
て
、
市
長
が
特
に
認
め
る
場

合
は
遡
及
適
用
可
能

・
そ
の
他
規
定
の
整
備
（
引
用
条

項
の
改
正
）

　

県
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
防
止
の
観
点
か
ら

治
療
を
延
期
し
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
富
山
県
特
定
不
妊
治
療
費
助

成
事
業
の
年
齢
要
件
を
時
限
的
に

緩
和
す
る
取
扱
い
に
な
っ
た
こ
と

に
伴
い
、
本
市
条
例
に
つ
い
て
所

要
の
改
正
を
行
う
。

◆
改
正
の
主
な
内
容

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

防
止
の
観
点
か
ら
一
定
期
間
治

療
を
延
期
し
た
場
合
に
限
り
、

令
和
２
年
４
月
１
日
か
ら
令
和

３
年
３
月
３１
日
ま
で
の
期
間
に

つ
い
て
は
、
助
成
対
象
者
の
年

齢
を
「
４３
歳
未
満
」
か
ら
「
４４

歳
未
満
」
と
す
る
。

　

ク
ロ
ス
ベ
イ
新
湊
の
公
共
交
通

タ
ー
ミ
ナ
ル
を
活
用
し
、
公
共
交
通

の
利
用
促
進
及
び
公
共
交
通
を
生

か
し
た
地
域
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
公
共
交

通
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
任
用
す
る
。

　

課
税
限
度
額
に
つ
い
て
、
ど
の

く
ら
い
影
響
が
あ
る
か
。　

　　
限
度
額
見
直
し
に
係
る
調
定

の
影
響
額
は
、
昨
年
度
分
に
あ

て
は
め
る
と
、
最
大
で
１
２
６
世

帯
、
２
３
５
万
円
の
増
額
が
見
込

ま
れ
る
。
軽
減
分
（
５
割
軽
減
２

割
軽
減
合
わ
せ
て
）
１
１
１
世
帯
、

１
９
８
万
８
千
円
の
減
額
見
込
額

と
合
わ
せ
る
と
、
ト
ー
タ
ル
で
は

３
６
万
円
余
り
の
増
額
が
見
込
ま

れ
る
。

　

ク
ロ
ス
ベ
イ
新
湊
を
拠
点
と
し

て
、
公
共
交
通
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
に
は
ど
の
よ
う
な
公
共
交
通

の
活
性
化
を
期
待
す
る
の
か
。

　
ま
ず
は
ク
ロ
ス
ベ
イ
新
湊
周
辺

の
万
葉
線
の
活
性
化
、
利
用
促
進

に
向
け
た
事
業
の
企
画
や
万
葉
線

事
業
の
サ
ポ
ー
ト
に
取
り
組
ん
で

も
ら
い
、
併
せ
て
、
小
杉
駅
エ
リ

ア
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
の

連
携
強
化
な
ど
、
市
全
体
の
活
性

化
を
期
待
し
て
い
る
。　

問

問

答

答

　
年
齢
制
限
が
あ
る
が
、
現
時
点

で
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
相
談
は
あ

る
か
。
ま
た
年
間
の
実
績
と
推
移

は
ど
う
か
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
年
齢
要
件
に
つ

い
て
の
相
談
は
な
い
。

　

不
妊
治
療
費
の
申
請
件
数
は
、

３０
年
度
は
３
４
６
件
、
令
和
元
年

度
は
２
６
９
件
。
昨
年
は
少
な
い

件
数
で
は
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
は
な
い
と
分
析
し
て
い
る
。

問答
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

議
案
４
件
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

所
管
事
務
に
つ
い
て
11
件
の
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

射
水
市
道
路
法
に
基
づ
く

市
道
の
構
造
の
技
術
的

　

基
準
等
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

（
議
案
第
50
号
）

﹁
Ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
ｔ
ｏ

Ｉ
ｍ
ｉ
ｚ
ｕ
﹂
事
業
に
つ
い
て

漁
業
者
支
援
対
策
に
つ
い
て

　

道
路
構
造
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
本
市
条
例
に
つ
い
て
所
要
の

改
正
を
行
う
。
（
自
転
車
通
行
帯

の
追
加
な
ど
）

　

自
転
車
の
安
全
性
を
確
保
す
る

た
め
設
計
速
度
が
６０
㎞
以
上
の
道

路
を
要
件
に
追
加
す
る
意
味
は
何

か
。自

動
車
と
自

転
車
と
の
事
故

を
防
止
す
る
た

め
に
、
自
転
車

道
を
設
置
す
る

基
準
を
示
し
た

も
の
で
あ
る
。

　

自
転
車
は
歩
道
を
走
る
も
の
か

車
道
を
走
る
も
の
か
。

問問 答

　
「
Ｇ
ｏ

ｔ
ｏ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

に
あ
わ
せ
、
県
内
外
の
旅
行
会
社

に
市
内
を
組
み
込
ん
だ
ツ
ア
ー
や

市
内
ク
ー
ポ
ン
付
き
宿
泊
プ
ラ
ン
を

展
開
す
る
「
Ｗ
ｅ
ｌ
ｃ
ｏ
ｍ
ｅ
ｔ
ｏ

Ｉ
ｍ
ｉ
ｚ
ｕ
」
事
業
に
よ
り
、
市

内
へ
の
誘
客
促
進
を
図
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡

大
の
影
響
を
受
け
て
、
新
湊
漁
協
地

方
卸
売
市
場
の
販
売
高
が
、
例
年
の

二
分
の
一
以
下
に
減
少
し
て
い
る
こ

と
や
、
魚
価
の
低
迷
に
よ
り
出
港
を

見
合
わ
せ
る
な
ど
本
市
最
大
の
魅

力
で
あ
る
海
産
物
の
存
続
の
危
機
と

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
「
魚

価
低
迷
緊
急
支
援
事
業
」「
漁
船
保
険

共
済
助
成
事
業（
上
乗
せ
）」
の
２
事

業
を
実
施
す
る
。

原
則
、
車
道
の
左
側
を
通
行
す

る
も
の
で
あ
る
が
、
１３
歳
未
満
又

は
７０
歳
以
上
が
運
転
者
で
あ
る
場

合
な
ど
は
例
外
も
あ
る
。
中
学
生
、

高
校
生
に
お
い
て
は
、
交
通
安
全

教
育
の
中
で
、
自
転
車
は
車
道
の

左
側
を
通
行
す
る
こ
と
を
指
導
し

て
い
き
た
い
。

化
給
付
金
の
支
援
対
象
と
想
定

さ
れ
、
１０
％
に
つ
い
て
は
大
き
な

影
響
を
受
け
て
い
な
い
だ
ろ
う
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
残
り
の

４０
％
の
１
６
０
０
社
が
対
象
に
な

る
と
考
え
て
予
算
額
を
算
出
し
た

も
の
で
あ
る
。

市
内
外
の
方
々
へ
ど
の
よ
う
に

広
報
す
る
の
か
。

ツ
ア
ー
会
社
や
宿
泊
事
業
者
に

よ
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
で
広
報
販
売
さ
れ
る
。

な
ぜ
、
販
売
高
が
落
ち
た
の
か
。

４
月
か
ら
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
拡
大
に
よ
り
、
外
出
等
の
自
粛

や
飲
食
店
等
の
自
粛
が
要
請
さ
れ
、

高
値
の
魚
や
ホ
タ
ル

イ
カ
、
シ
ロ
エ
ビ
と

い
っ
た
本
市
を
代
表

す
る
魚
介
類
の
需
要

が
減
少
し
た
こ
と
が

原
因
と
考
え
る
。　

問

問

答

答

い
み
ず
が
ん
ば
ろ
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

  

射
水
市
中
小
企
業
等
事
業
継
続

  
支
援
金
の
給
付
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
影
響
を
受
け
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
国
の
持
続
化
給
付
金
の

給
付
対
象
と
な
ら
な
い
市
内
中
小

企
業
等
に
対
し
て
支
援
を
行
う
。

事
業
者
数
を
把
握
し
た
上
で
の

予
算
額
と
い
う
こ
と
で
よ
い
か
。

市
内
の
中
小
企
業
は
約

４
０
０
０
社
あ
り
、
聞
き
取
り
調

査
に
よ
る
と
約
５０
％
が
国
の
持
続

問 答答
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予
算
特
別
委
員
会

令
和
２
年
度
射
水
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）（
議
案
第
35
号
）
及
び

（
第
３
号
）（
議
案
第
56
号
）
を
可
決
す
べ
き
も
の
と
し
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
射
水
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
２
号
）（
議
案
第
35
号
）

令
和
２
年
度
射
水
市

一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
３
号
）（
議
案
第
56
号
）

主
な
事
業

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
基
金
の
創
設

○
中
小
企
業
等
事
業
継
続
支
援
金

○
学
校
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

環
境
施
設
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

主
な
事
業

○
ひ
と
り
親
世
帯
に
対
す
る
臨
時

特
別
給
付
金　
　
　
　

な
ど

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
７
億

８
５
８
５
万
９
千
円
を
増
額
し
、

予
算
総
額
を
５
２
９
億
２
２
３
１
万

４
千
円
と
す
る
も
の

　

歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ
６
６
２
１
万

６
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を

５
２
９
億
８
８
５
３
万
円
と
す
る
も

の

議
会
改
革
特
別
委
員
会

港
湾
振
興
特
別
委
員
会

　

前
回
（
令
和
２
年
３
月
）
の
議
会
改

革
特
別
委
員
会
以
降
、
５
回
の
専
門
部

会
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
協
議
結
果
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
初
か
ら
６
月
を
め
ど
に
取
り
ま
と

め
を
進
め
て
き
た
「
議
員
定
数
」
に
つ

い
て
は
、
議
員
の
中
に
「
定
数
削
減
」

「
現
状
維
持
」
の
両
論
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ
に
つ
い
て
各
議
員
が
意
見
を
述
べ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
議
会
改
革
特
別

委
員
会
と
し
て
は
、
両
論
併
記
で
議
長

へ
答
申
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

所
管
事
務
に
つ
い
て
、
５
件
の
報
告

を
受
け
ま
し
た
。

主
な
報
告
事
項
の
内
容

▼
海
王
丸
パ
ー
ク
の
入
込
数
に
つ
い
て

　
　

平
成
４
年
の
オ
ー
プ
ン
以

来
、
最
多
の
約
１
２
０
万
人
の

来
場
者
を
記
録
し
た
。

▼
射
水
市
み
な
と
ま
ち
づ
く
り
方

策
に
つ
い
て

　
　

現
行
の
方
策
は
、
平
成
２６
年
の

策
定
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
こ

と
か
ら
、
社
会
情
勢
の
変
化
等
に

対
応
し
た
見
直
し
を
行
っ
た
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
型

ふ
る
さ
と
納
税
活
用
の
可
能
性
は

﹁
い
み
ず
雫
﹂
が

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の

　
﹁
新
し
い
生
活
様
式
﹂を
紹
介

財
源
確
保
の
た
め
、
市
内
外

か
ら
寄
附
金
を
募
る
手
法
と
し

て
﹁
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
﹂
を
活
用

す
る
事
例
が
見
ら
れ
る
が
、
本

市
で
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

新
た
な
資
金
調
達
手
段
と
し

て
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
本
市

に
お
い
て
も
手
法
の
ひ
と
つ
と
し

て
認
識
し
て
お
り
、
寄
附
金
を
募

る
事
業
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の

が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
、
引
き
続
き

検
討
を
進
め
て
い
く
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

予
防
の
た
め
に
制
作
す
る
﹁
新

し
い
生
活
様
式
﹂
啓
発
用
ア
ニ

メ
風
動
画
の
内
容
を
伺
う
。

市
公
式
Ｖ
チ
ュ
ー
バ
ー
・
専

属
記
者
で
あ
る
﹁
い
み
ず
雫
﹂
が
、

基
本
的
な
感
染
防
止
対
策
と
、
日

常
生
活
の
中
で
取
り
入
れ
て
い
た

だ
き
た
い
、
新
た
な
生
活
ス
タ
イ

ル
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
紹

介
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

７
月
上
旬
か
ら
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

な
ど
で
継
続
的
に
配
信
し
て
い
く

と
と
も
に
、
動
画
を
収
録
し
た
Ｄ

Ｖ
Ｄ
を
市
内
幼
稚
園
・
保
育
園
等

へ
配
布
し
、
Ｖ
チ
ュ
ー
バ
ー
の
親

し
み
や
す
さ
を
活
か
し
て
、
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
の
中
に
お
け
る
﹁
新
し

い
生
活
様
式
﹂
を
広
く
周
知
・
啓

発
し
て
い
く
。

問

問

答

答

特別委員会 本会議で委員会に付託された主な議案の審議内容や所管事務の報告事項に関する
概要を紹介します。

6
月
16
日

6
月
22
日

6
月
23
日
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6 月 定 例 会 6月8日～6月24日　17日間

会　期

議員名

加
治
　
宏
規

高
畑
　
吉
成

根
木
　
武
良

瀧
田
　
孝
吉

島
　
　
正
己

菊
　
　
民
夫

中
川
　
一
夫

中
村
　
文
隆

山
崎
　
晋
次

石
黒
　
善
隆

不
後
　
　
昇

吉
野
　
省
三

伊
勢
　
　
司

津
田
　
信
人

堀
　
　
義
治

竹
内
美
津
子

奈
田
　
安
弘

高
橋
　
久
和

小
島
　
啓
子

議案第44号 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ※ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○…賛成　×…反対　※…議長は採決に加わりません。

番 号 件　　　　名 結 果

第35号 令和２年度射水市一般会計補正予算（第
２号） 可決

第３６号 令和２年度射水市国民健康保険事業特
別会計補正予算（第１号） 可決

第３７号 令和２年度射水市病院事業会計補正予
算（第１号） 可決

第３８号 射水市観光交流センター条例の制定に
ついて 可決

第３９号 射水市新型コロナウイルス感染症対策
基金条例の制定について 可決

第４０号 射水市市税条例の一部改正について 可決

第４１号 射水市手数料条例の一部改正について 可決

第４２号 射水市重度心身障害者等医療費助成に
関する条例の一部改正について 可決

第４３号 射水市介護保険条例の一部改正につい
て 可決

第４４号 射水市国民健康保険税条例の一部改正
について 可決

第４５号 射水市国民健康保険条例の一部改正に
ついて 可決

第４６号 射水市後期高齢者医療に関する条例の一
部改正について 可決

第４７号

射水市行政手続における特定の個人を
識別するための番号の利用等に関する
法律に基づく個人番号の利用及び特定
個人情報の提供に関する条例の一部改
正について

可決

第４８号 射水市不妊治療費助成に関する条例の一
部改正について 可決

第４９号
射水市地方活力向上地域における固定
資産税の課税免除又は不均一課税に関
する条例の一部改正について

可決

番 号 件　　　　名 結 果

第 ４ 号

専決処分の承認を求めることについて（令
和２年専決処分第３号　射水市長、副市長
及び教育委員会教育長の給与に関する条例
の一部改正について）

承認

第 ５ 号 継続費繰越計算書について（一般会計） －

第 ６ 号 繰越明許費繰越計算書について（一般会計） －

第 ７ 号 繰越明許費繰越計算書について（介護保険
特別会計） －

第 ８ 号 事故繰越し繰越計算書について（一般会計） －

第 ９ 号 建設改良費繰越計算書について（下水道事
業会計） －

第10号 建設改良費繰越計算書について（病院事業
会計） －

［議　案］ 22件

［報　告］ 7件

【議員別賛否一覧／賛成と反対の双方があった議案等について掲載】

議決結果一覧表

番 号 件　　　　名 結 果

第５０号
射水市道路法に基づく市道の構造の技術
的基準等を定める条例の一部改正につい
て

可決

第５１号 市道路線の廃止について 可決

第５２号 市道路線の認定について 可決

第５３号 動産の取得について 可決

第５４号 旧大島社会福祉センター改修（建築主
体）工事請負契約について 可決

第５５号 射水市立大門中学校長寿命化改良第Ⅲ
期（建築主体）工事請負契約について 可決

第５６号 令和２年度射水市一般会計補正予算（第
３号） 可決
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議 通会 信

●広報委員会［委員長］伊勢　  司  ［副委員長］中村  文隆
［委　員］瀧田  孝吉、石黒  善隆、吉野  省三、津田  信人、竹内美津子、奈田  安弘、高橋  久和

9月定例会は、
8月31日（月）から始まります
　会期日程は、決まり次第ホームページに
掲載します。
　詳しくは、議事調査課（TEL 51-6610）
までお問い合わせください。

6月定例会傍聴者数

　皆さんの傍聴をお待
ちしています。ご希望の
方は、議会開催日に
本庁舎5階・議会事務局
までお越しください。

本会議 …… 22人
委員会 …… 19人

合計41人

石黒　善隆　広報委員会委員（民生病院常任委員会委員長）

　今6月定例会では新型コロナウイルス感染症対策に関する当局からの議案や報告が多くあり、議員から
も新型コロナウイルス感染症から地域住民の健康、安全で安心な生活を守るための提案など活発な議論が
されました。市内においても、国による緊急事態宣言を踏まえた新型コロナウイルス感染症拡大防止のた
めの外出自粛が続き生活に多大な影響を及ぼしました。この間、公共施設が休館し、多くのイベントや集
会が延期や中止になり、議員が市民の方々の声を直接聞く機会も減少しました。
　今後のアフターコロナ下においては、市民の皆様の声をお聞きすることの重要性を再認識し、市の諸課
題に真摯に取り組んでまいります。今後も議会、議員に市民の皆様の声を聞かせていただき、ご意見を頂
きますよう宜しくお願いいたします。

　全国市議会議長会及び北信越市議会議長
会から永年勤続の表彰を受けられた議員へ、
６月定例会本会議において議長から表彰状
が伝達されました。
【在職15年以上表彰】　
　　津　田　信　人　議員
【在職10年以上表彰】　
　　不　後　　　昇　議員
　　石　黒　善　隆　議員
　　山　崎　晋　次　議員
　　中　村　文　隆　議員

（写真右から　津田議員、不後議員、石黒議員、
　　　　　　　山崎議員、中村議員）

5 月 臨 時 会 5月8日　1日間会　期

番 号 件　　　　名 結 果

第33号 令和２年度射水市一般会計補正予算（第１号） 可決

第34号
射水市職員の特殊勤務手当に関する条例及
び射水市消防職員特殊勤務手当支給条例の
一部改正について

可決

番 号 件　　　　名 結 果

第２号
専決処分の承認を求めることについて（令
和２年専決処分第１号　令和元年度射水市
病院事業会計補正予算（第３号））

承認

第３号

専決処分の承認を求めることについて（令
和２年専決処分第２号　射水市市税条例及
び射水市市税条例等の一部を改正する条例
の一部改正について）

承認

［議　案］ ［報　告］2件 2件
議決結果一覧表

議  員  表  彰 おめでとうございます
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